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得点 ３．６～５．０ ２．９～３．５ １．６～２．８



























































































自己不一致 ３．２４（０．７３） ３．０６（０．６８） １４４ １．０９
学校ぎらい感情３２．３３（１１．１５） ２４．６９（９．０８） １４４ ２．９８**














































承認友人からの承認得点 H群 L群 H群 L群 H群 L群
学校ぎらい感情 ２９．６４ ２９．３１ ２２．００ ２９．６７ ２１．７７ ２６．６９ F＝２．４３†
F＝５．４９*
F＝１．７０
得点 （１１．１７）（９．４６）（１０．１２）（９．２２） （７．７１）（９．１４） 多重比較 H＞L （n.s.）
注：†：p＜．１０、＊：p＜．０５
Table５ 理想自己についての上位１０項目の自由記述
１ 優しい（６４） ５ 楽しい（２１）
２ 人に好かれる（６１） ７ 良い（１６）
３ 人から頼られる（３４） ８ 一生懸命な（１４）
４ おもしろい（２３） ９ 頭がいい（１３）
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